
■イワナという魚を御存

じでしょうか？　岩魚

（いわな） と書くよう

に普通は岩のゴロゴロ

している河川上流域の

渓流に生息しています

が、 一旦海に下って、

産卵のために再び河川

を遡上するものもいる

ことはあまり知られて

いません。

■一般的に、 イワナは

ア メ マ ス （ エ ゾ イ ワ

ナ）、 ニッコウイワナ、 ヤマトイワナ

（キリクチ含む）、 ゴギの４つの型に分

けられており、 主に北海道や東北地方

に分布する降海型 （一旦海に下って遡

上するタイプ） をアメマス、 河川

残留型をエゾイワナと呼びます。

今回はこのアメマスとエゾイワナに

関するお話です。

■所は三陸海岸に流入する小さな

独立河川でのこと、 久しぶりに

東北のきれいな川での調査とあっ

て、 嬉々としてヤマメやアユを

捕まえる我々の上流側から一人のおじ

さんがやってきました。 みればおじさ

んはあやしげな網を携えて、 腰には重

そうにビクを下げているではありませ

んか。 鋭い眼光と太い腕にタダナラヌ

ものを感じた私が捕らえた魚を見せてく

れるよう頼むと、 「今日はあんまり捕れ

てないけどよー」 と言いつつも放り投

げた魚をみてビックリ！何と 30 ㎝前後

のイワナやヤマメばかりがゴロゴロして

いるではありませんか。

■とくにそのイワナたるや河川残留型

のいわゆるエゾイワナで、 一目でネイ

テｲ ブとわかる見事な個体で、 頬擦り

してチューしたくなるほど美しく、 のど

から手が出るほど欲しかったのですが、

おじさんにねだってもくれそうにありま
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ある日のフィールド・ノートから

イ ワ ナ と ア メ マ ス

せん。 「よう～し俺も捕ったる～！」

と、 調査への意欲がメラメラと燃え上

がったことは言うまでもありません。

■が、 しかし、 その後もヤマメやアユは

たくさん捕れるけど、 なかなかイワナ

は捕れず、 どうにかこうにか捕まえた

イワナは銀ピカの魚体に大きな白斑が

ある正にアメマスと呼べるタイプ。 と

ころがこれが 20 ㎝くいらいの小さなアメ

マスで、 その後も十数㎝のチビイワナを

２～３匹と、 イワナに関しては貧果に

終わりました。

■一般に河川残留型よりも降海型の方

がはるかに大きくなるのですが、 我々

の捕ったアメマスが、 おじさんの捕っ

たイワナに及ばないという結果に、 職

漁師の技もさることながら、 あのあや

しい網の威力にも恐れいることとなり

ました。

■さてこの諸々の話の中には河川の環

境を評価する上での重

要な事実が隠されてい

る こ と に お 気 づ き で

しょうか？

■まず、 大きさはどう

あれアメマスが生息して

いるという事実、 これ

は海から遡上することが

できるということ、 即

ち堰堤等による障害がな
そか

く遡河回遊魚の産卵場所

として河川が正常に機能

しているということを如

実に物語るものでもあります。 （もっと

も我々の捕まえた小さなアメマスが降海個

体となるかは疑問ですが、 おじさんの話

では大きなアメマスもいるよとのことで

した） それともう一つ、 放流の一

切行われていない小さな川であり

ながら、 でっかいイワナやヤマメ

がたくさん生息しているという事

実。 これはイワナやヤマメが大き

くなれる生産性の高い河川である

ということを反映しています。 イ

ワナやヤマメは主に水生昆虫など

を補食する肉食性の種のため、 餌生

物をたくさん生産し、 魚たちが我々のよ

うなヘボ調査者や、 イワナ取り名人のお

じさんから身を守れる隠れ家がたくさん

あるというような、 豊かな河川でないと

なかなか大きくなれないのです。

■ただ単にイワナがいた、 ヤマメがいた

というだけなら簡単ですが、 ここにこん

なイワナがいて、 このイワナが何を語り

かけているのか、 ということを聞きとれ

る調査者になりたいなあ～と思いつつ、

今後雪辱戦に燃える今日この頃です。

■ちなみに我々の名誉のために言ってお

きますが、 この後の調査では投網１打ち

でヤマメを 50 匹以上捕獲したという 「大

漁」 もあったことをつけ加えておきま

しょう。 　（本社調査室 ・ 浅尾勝彦）

　このたび、弊社の

ＰＲ誌として「地域

環境計画　N E W S

LETTER」を発行する

ことになりました。この小冊

子は、私たちがフィールドで

得た情報や経験を中心に構成

し、また、読者の方々の仕事

上少しでもお役に立つような

情報を掲載するように心掛け

ました。編集にあたっては、担
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発 刊 に 寄 せ て

当スタッフを初め、

社内の執筆者が予想

以上に力を入れてく

れたおかげで、当初

の予定より立派なものになっ

てしまいましたが、今後もこ

の第 1 号に負けないような誌

面作りを目指したいと思いま

す。ご声援の程をよろしくお

願いいたします。

（代表取締役社長・高塚敏）

この業界で、 少しでも役立てるものになればと考えつつ、

地道な姿勢で作っていきたいと思います。 社内だけでな

く、 多方面からのご意見も載せられるようなネットワーク

的情報誌にできれば本望です。 （本社管理室・西邑恵子）
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